平成１７年度　全国鐵構工業協会　青年部会連絡協議会

第5回理事会　議事録

日　時　2005年11月26日（土）　9：00～13：00

場　所　京都ガーデンホテル

出席者　近藤（福島）、板垣（山形）、米森（石川）、安田（岡山）、吉岡（東京）

　　　　　　　媚山（北海道）、齋藤（秋田）、相馬（静岡）、苅谷（岐阜）上柿（奈良）

松下（愛媛）、上野（栃木）、大井（滋賀）、元尾（長崎）、

オブザーバー　鋼構造出版社

議事録作成　元尾（長崎）

（司会）　安田副会長

1.開　　　会

　2.出席者の確認

　3.会 長 挨 拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　会長　近藤哲弥
　　昨日の全構協第１回全国大会京都大会に参加を賜り、感謝申し上げます。

ただ、全構協の全国展開活動である見積条件書・施工範囲リストに関して、青連協構成員の使用率８０％（１１月２５日までに）達成を目標にしてきましたが、地域間にばらつきがあり、10月末現在、達成率は約５０％弱と目標には届いていない。より使い易いように改善してでも、各ブロックにおいて再度普及活動を行ってほしい。

また、全構協中部支部長（愛知県理事長の峯田さん）より、中小企業法の勉強会を青連協でも推進して戴けないかとのご依頼を賜った。工事代金の回収等の問題は、中小企業法を利用することが有効であり、介在する商社には特効薬的効き目とのこと。

ところで、建築業界の過激なダンピング競争が、一連の談合事件や偽造設計等の手抜き事件を引き起こしていると思うが、これは設計者が自分の設計仕様を満たす適正な価格帯を把握した上で、施主への適切な指導をしないことに元凶があると思うので、国土交通省、経済産業省との懇談時に、建設業界の適正化に向けて進言していきたい。

さて山野会計理事の事情に伴い、新たに会計理事として吉岡理事を任命する。また年会費を未納の都道府県があるので、各ＢＣ担当理事は早急に確認し振込み依頼の事。

　4.各地ブロック活動報告　　《内容についてはＨＰを参照》

　

北海道ＢＣ　媚山理事より報告

　　

東北ＢＣ　齋藤理事より報告

関東ＢＣ　吉岡理事より報告

　　　　　　

　北陸ＢＣ　米森副会長より報告

　　　　　　

中部ＢＣ　苅谷理事より報告

近畿ＢＣ　上柿理事より報告

　　　　　　　　

中国ＢＣ　安田副会長より報告

　　　　　　

　　四国ＢＣ　松下理事より報告

　　　　　　　

九州ＢＣ　元尾理事より報告

　　　　　　　

5.協　　　議

　

1） 助成金事業

北海道ＢＣ　平成18年2月24日（金） 定山渓温泉「章月グランドホテル」

「青連協北海道大会に向けて」　講師　ＯＢ他　　　

Ｈ１９年の青連協全国大会「北海道大会」を成功させるために、全道各地よりメンバー全員が集まり、意見交換をする。

出向　上柿理事（予定）

東北ＢＣ　（実施結果報告）

平成17年10月 7日　　第14回 青連協東北サミット  

 秋田県秋田市「三井ア－バンホテル秋田」

東北サミット（各県青年部の活動等の報告）

　　　　　 見積条件書統一　追加変更についての勉強会　

 1部　 川鉄橋梁鉄構㈱ 泉部長による講演会  
2部　 ディスカッション　

懇親会

各県、持ち回りで毎年開催される東北サミットも、今回秋田県担当で14回目を迎えます。昨年より続いている材料価格の高騰は一部加工費の転嫁は見られるもののまだまだ適正価格には届かない状況です。全構協や青連協でも契約条件の適正化という事で7月1日より見積条件の統一化の運動を展開している所であります。

当ブロックといたしましてもどのように推進し、追加工事につきましてもいかに確実に契約できるかを再認識する為に、表題の見積条件を考案した川鉄橋梁鉄構㈱ 　泉部長より講演をいただき、ディスカッションを行いたいと考え、本サミットを開催いたします。 　　　
 参加人員　　  ３０名
申請額　　  １００,０００円
東北ブロックの助成金事業は出張理事をなし（近藤会長が出席の為）

関東ＢＣ　前々回の理事会にて報告済み

中部ＢＣ　事業開催済み

　　　　　平成１７年１１月５日（土）三重県鳥羽市　ホテル錦海楼

　　　　　「鉄骨の品質・資格問題を考える」講師　三重大学　川口淳教授

　　　　　出向理事　米森副会長

　　　　　次回理事会までに報告書作成

北陸ＢＣ　前々回の理事会にて報告済み

　　　　　平成１８年１月２７日（金）石川県加賀市　片山津温泉　まるや

　　　　　「設計変更に強くなるには」講師　川鉄橋梁鉄構㈱　泉祐司氏

　　　　　全構協橋本会長にも出席をお願いし全構協の動向を知り、強いＦＡＢになるためのポイントを学ぶ。

　　　　　出向　媚山理事（予定）

近畿ＢＣ　前回の理事会にて報告済み

平成１７年２月２４日（金）　大阪府大阪市　網本別館

「設計者とのコミュニケーションつくり」ＪＳＣＡ関西鉄骨部会役員

出向　元尾理事

中国ＢＣ　平成17年3月11日（土）　江田島第一術科学校
　　　　　　　　広島県江田島市江田島町国有無番地海上自衛隊第一術科学校
　　　　　　　　大和ミュージアム　呉市海事歴史科学館

江田島第一術科学校見学　　　　
　　　　　　　　大和ミュージアム見学　　　　　

「先達の精神に学んでみよう」

次世代を担う青年部のメンバーが集まり、戦時中の我が国の先達の生き様や精神そして当時の鉄構技術を学ぶことで、我々が自分たちの事業を誇りに思い、これからどのように鉄構業界の未来を創造していくのか話し合い中国ブロックメンバーの絆を深めることを本事業で行っていきます。

出向　松下理事

承認されました。

四国ＢＣ　平成18年2月18日

愛媛県松山市道後「道後館」及びワシントンホテル会議場（予定）
　　　第１５回青連協全国大会に向けて

「以心電信ファブ維新」を理解してもらおう。四国の会員を青連協理事に身近に感じてもらおう。間近に迫った全国大会の最終報告及びチェックを行う。

　　　　　　　また、青連協理事をお迎えして大会内容の説明と大会に関しての要望事項を伝えることを通して、全国理事との懇親を深めることを趣旨とする。

　　　　　　　青連協理事１５名参加予定

　　　　　　　承認されました

　　

九州ＢＣ　事業開催済み

　　　　　平成1７年１１月１９日（土）熊本県熊本市　チサンホテル熊本

　　　　　「全構協見積もり条件リストについて」青連協　上野監事

　　　　　研修会「第三者検査について」講師　検査会社ＦＲＩ

　　　　　出向理事　上野監事

次回理解まで報告書作成

事業が終了したブロックは報告書を作成すること

以 上

２）グループ活動事業　

　　①見積条件書統一グループ　：　安田副会長より

見積条件書リスト使用率８０％（１１月２５日までに）達成を目標にやってきましたが地域に温度差があり見積り条件書達成率４７．７８％でした

これから各社から実際に使っていくようお願いしていく。

また青年部会構成員会社においては統一見積書を各ブロックにおいて再度普及活動行う。

青連協会長メーリングリストを活用し、見積条件書リストの活用状況と使用率の報告を各ブロック長、各県会長より報告していただく。

2 工数管理グループ　：　上柿理事より

１１月４日愛知県組合事務局にてまとめを行い、単価を現状にあったものに修正を行いました。

修正した資料をもとに１日あたりの溶接量（４８Ｍ）の根拠、労務費などの説明、データを修正すれば自社用の資料に作り変える事が可能である。またこの資料は原価なので外部に開示出来ないなど工数及び単価と算出根拠の見直し作業を行った。親会への報告。

　　　③変更・追加工事事例グループ　：　齋藤理事より

　　　　全体からのアンケートと青連協の意見を５項目程度にまとめた。

追加工事はやってからは貰えない、営業から社長まで段階を踏んでいかないと、条件書が取り交わせられていない、設計者の能力の不備など追加工事は実際に掛かった費用を請求する場合が多い。回収率６０％ではレベルが低かった。

追加変更はどこを基準にやるか次回までまとめて報告する。

　　　④構造設計者関係グループ　：　米森副会長より

仮タイトル“不具合設計問答” の連載を鋼構造出版さんと検討打合せ中。

12月初旬、JSCA本部へ近藤会長と表敬訪問に伺い、大越会長、木村専務理事と懇談した。木村専務理事に松山大会出席の再確認をし、大越会長にはその件についての了解を得た。

産官学の実務者レベルの連絡協議会を各地で立ち上げてみたい。福岡県はすでに結成し、定期開催済みなので参考にする。

　　　⑤行政懇談グループ　：　板垣副会長より

昨日の全国大会に大臣、住宅局、知事、市長がきてくれた。業界にとって大変良いことだった感想を述べる

経済産業省　東北経済産業局産業部　産業振興課のE補佐を東北ブロックの研修会にお呼びして懇談したことを資料をもとに報告。
今回はマスコミは排除しました。非常に有意義でした。お話を伺い、これからは自ら学び行動するものに利益は来たることを実感しました。
　　　　経済産業局　若手官僚７０日きちんと準備すればいつでも話にのる（研修会スタイルで）行くたびに名刺を置く。アポをとって親会の説明をきちんとし、準備をやっていれば産業経済省　会員相互　三位一体　国の情報をリサーチ、今なら国交省では姉歯事件からこれからどのようにかリサーチしていけばいいタイミングではないだろうか。経済産業局の仕事と組織、取組み・中小企業の経営革新、連携とその事例の説明があった。
　　４）全国大会松山大会の現状報告　：　四国ブロック松下理事より報告

　　　　第１５回全国大会について

予備登録１８０名　達成率１００％、携帯メールアドレス掲載率７０％でした

携帯配信については１２月より配信する。行政関係者の来賓確認はまだ。
当日のタイムスケジュールは任期改選に伴い総会の時間を大目に設定（１時間３０分）講演後の時間を長めにして入浴時間を確保する。去年の資料の作成は４月中旬青連協事業報告をまとめる。去年度の質疑（交通費の内訳）に対しての回答をする。

会長会議　１３：００～１４：３０

通常総会　１４：４５～１６：１５

講演　　　１６：３０～１７：３０

懇親会後に入浴の時間を設ける

懇親会　　１９：００～２１：００

会長会議の内容を検討した。

多くの会長が発言できる形が望ましい。事前にテーマを設けて意見交換はどうか。

例)　構造設計者との交流内容報告と今後の全国展開における問題点の相談等。

進行は米森副会長　


※会議終了後、岡部㈱より青連協活動への協力・後援の提案があった。

鉄骨造の需要を開拓するために露出柱脚業界としてバックアップ可能と思われる企画を提案していただいた。

次回開催　２月１８日　松山

7.閉　　　会

　　※　次回理事会

　　　　｢第６回理事会｣2006年2月18日（土）11：00～　松山にて開催。

　　　

　
